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r緋文字』 の語 り手 ピュー リタ ン的価値観 に基 づ く語 り
柏 原 和 子
1
ナサ ニエル ・ホーン ーン(NathanielHawthorne)のr緋文字』(Th.ScarletLette;)の語 り手
につ いては、従来か ら多 くの批評家 が様 々な論を展 開 して きた。 ノーマン ・ブラインン(Nor-
manBryson)は"Hawthorne'sIllegibleLetter"の中で、r緋文字』 わか りに くい語 りを論 じ
て、 これは安定 した登場人物 の造形を拒否 した り、 テキ ス トにおけ る クライ マ ックスや テーマ
の中心を否定す るなど、 ホーン ーン の計算 された不確実性か ら くるものだ と述べてい る。 また
語 りのわか りに くさは、外見描写が 内面を表 さない など、 フ ィクシ ョンにおけ るあ らゆ る約束
事を ホーン ーン が無視 してい ることに も原因があ り、 ホーン ーン の語 りは作者 と読者が共感を
抱け るよ うなものでは ない、両者が共有で きる世界 などない、 と主張す る。そ して ホーン ーン
の作品 の中では、語 りは作者が風に木 の葉を投げ るよ うなもので、一旦、作品が回 り始め ると
作者は コン トロールを失 うよ うな語 りだ、 とまで言 う。1)
デイ ヴィッ ド ・レヴァ レン ツ(DavidLeverenz)は、r緋文字』 の語 りには一 つの対象に対 し
て、受け入れたか と思 うと拒絶す るよ うな二律背反が見 られ ると言 う。一つ の例 と して監獄 の
前 の野バ ラの茂みの描写を挙 げ、語 り手は一旦、希望 の扉 を開けた後す ぐ、「人 間の弱 さと悲
しみ の物語 の暗い結末」 とい う表現で扉を閉めて しま う、 と述べ る。 この語 り手は、特にヘ ス
ター(Hester)の家 父長的 な社会 に対す る反逆 や、 自由な生 き方 を肯 定 したか と思 うと否 定す
るよ うに、 アン ビヴ ァレン トな語 りを続け る、 と レヴ ァレン ツは指摘す る。2)
また語 り手を論 じた ものでは ないが、藤川玄人はr緋 文字』には束縛的で抑圧的 な非 ロマン
テ ィシズムと、ヘ スターの 「無法 な」 ロマン テ ィシズムとい う二つ の価値観が投影 されてお り、
両者は絶えず対立 し、いずれ の方 に も最終 的な勝利 を収 め させず に物語 は終わ る、とr緋 文字』
の曖昧 さに言及 してい る。3)
しか し本当に このr緋 文字』は、 どのよ うな価値観に依拠す るのか分か らない、不確実で曖
昧 な物語 なのであ ろ うか。本論 の 目的は、一見、わか りに くく曖昧 な語 りをす るよ うに見え る
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r緋文字』の語 り手が、実は明確な姿勢を堅持 し、終始一貫 して一つの立場に立った語 りを し
ていることを論証することである。
]1
ブラインン は フ ィクシ ョン の約束事を ホーン ーン が無視 してい ると言 うが、あ る意味でそれ
は当然であ る。 ホーン ーン は 自分 の長編を リア リステ ィックなノヴ ェルでは な く、 ロマン スで
あ ると定義 してい る。『七破風 の館』(TheHouseoftheSevenGable)の序文にあ る 「ロマン ス
論」 と並 んで有 名な、r緋文 字』の序章 「税 関」("TheCustom-House")の「ロマン ス論 」に













このよ うに ロマン スは現実的 なものと想像的 なものが混 ざ り合 う領域 中立地帯で起 こるこ
とを描 くものであ り、 ロマン ス作家は不思議 なことを夢み、それを真実 ら しく見え るよ うに書
く。 したが って ノヴ ェル の約束事が通用 しない のは当然であ り、 ロマン スにおいては作家 の想
像力に よって、夢 のよ うな不思議 なことを事実 と して呈示す ることもで きるのであ る。
現実的 なものと想像的 なものが混 ざ り合 う領域で起 こることを描 くのが ロマン スであ ると定
義 され ているが、r緋文 字』はか な り現実的要 素の濃 い作 品であ る。ヘス ターの生 き方 、 デ ィ
ムズデール(Dimmesdale)の苦悩、チ リン グワース(Chillingworth)の復讐 が夢物語 とい うよ り
む しろ現実 の物 語の よ うに語 られ る。r緋文字 』を リア リステ ィ ックに して いる要素 の一つは、
この作品が歴史的事実をふ まえてい ることであ ろ う。17世紀 のマサチ ューセ ッツ植民地を舞台
に、ベ リンガム総督(RichardBellingham)、ウィルンン 牧師(JohnWilson)など、実在 の人物
を登場 させ、前総督 ジ ョン ・ウィン ス ロ ップ(JohnWinthroP)の亡 くな った 日を プロ ッ トの中
で効果的に利用 してい る。 また初期 ピュー リタン 社会 の風俗や慣習、思想を描 くとともに、そ
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れとは相容れない自由主義思想などもとりいれるなど、当時の思想的背景をもふまえている。


















すなわち語 り手は 「あたかも自分自身で発明したかのように自由に」物語を書いたが、あ くま
でも大枠は検査官 ビュー氏の文書によるものであ り、「この物語の主要な事実はビュー氏の文
書によって、その信愚性を保証 されている」 と述べている。 デイ ヴィッド・ス トーク(David
Stouck)が論証 しているように、この 「税関」の語 り手 とr緋文字』の物語本体の語 り手は同
一人物であることを考慮すると、r緋文字』の物語はその序章で、「事実に基づ く物語」として
の枠組みを与えられているのである。6)




除 した、きわめて客観的な描写になっている。たとえば第14章で久 しぶ りに会ったチ リングワー
スの変わ り様にヘスターが驚 く様子を語 り手は次のように描写する。
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チ リングワースが悪魔に変身 した、とい うのは語 り手の評価であるが、この極言とも思える語
り手のコメン トも、それに先立つヘスターの視点からの客観的な描写のおかげで、それほど奇
異に映ることはない。このように客観的描写を語 りの基本に置 くことが、語 り手に客観的で信
頼できるとい うイメージを与え、語 りの信愚性と物語の現実味を高める要素となっている。
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ると思われる。 しか し本当に語 り手はヘスターを曖昧に、アン ビヴァレン トに描いているのだ
ろうか。



















最後に このよ うなヘ スターに対 して語 り手は、"Thismorbidmeddlingofconsciencewithan
immaterialmatterbetokened,itistobefeared,nogenuineandsteadfastpenitence,butsome-
thingdoubtful,somethingthatmightbedeeplywrong,beneath."(59)とい う評価を下す。 この
うち、語 り手 の態度を見 るのに最 も重要 なのは、最後 の語 り手に よる評価 の部分であ る。緋文
字を胸に着け、 ピュー リタソ社会で 自己犠牲 と慈善に生 きるヘ スターの生活を語 り手は 「罪 の
償い の苦行 とい う思いが込 め られ ていた のか も知れ ない」 と分析す るが、「心底か らの悔 悟 の
念を示す のでは な く、そ の背後に、何 らか の迷い、何 らか の根深い錯誤があ ることを示 してい
るのでは ないか と思われ る」 と評価す る。 このよ うに語 り手がヘ スターの苦行 のよ うな慈善 の
生活を描いたか らとい って、彼がそれを肯定 してい るとは言え ない のであ る。語 り手が対象を
どのよ うに評価す るかをた どることに よって、語 り手 の態度、姿勢が 自ずか ら見えて くる。
ではヘ スターに対 して語 り手が何 らか の評価を表す部分をた どってい くことにす る。上 の引
用は第5章 で禁固 の刑が終わ ったヘ スターが、共 同体 の中で生活 し始めた直後 の様子を描いた
部分であ るが、第13章で語 り手は、7年 後ヘ スターの見方が どのよ うに変化 したかを描いてい
る。世間 と争わず、ひ どい仕打 ちに も甘ん じて耐え、貧 しい者には進んで持 ち物を分け与え、
疫病が流行 した ときには献身的に奉仕 し、清廉潔 白な生 き方を続け るヘ スターに、多 くの人は
敬愛 の念を抱 くよ うに な り、彼女 の罪をあ らかた許 し、緋文字を罪 の しる しでは な く、善行 の
しる しと見 な し始めた。ヘ スター自身に も変化が見 られ、女性的 な暖かみが消え大理石 のよ う
に冷たい 印象を与え るよ うに なったが、語 り手はそ の理 由を 「彼女 の人生が情熱 と感情 の人生
か ら思考 の人生へ と変化 した こと」に求め られ るとす る。ヘ スターは 「旧来 の原理 と不可分に
結びついてい る古い偏見を根底にすえた全体系を破壊 し、再構築す る」 よ うな精神を吸収 して
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お り、思想 の自由を信奉 していたが、 このよ うな自由は、当時 の ピュー リタン た ちか らは 「緋
文字に よって烙 印を捺 された罪 よ りもなお恐 るべ き罪悪であ る」 と見 なされた と語 り手は指摘





す なわ ちヘ スターが社会 の法に したが って苦行 と慈善 の人生をお くってい るのは実は うわべだ
け の姿で、 内面では当時 の社会では恐 るべ き罪悪 と見 なされ る、 きわめて大胆 な思索にふけ っ
てい るのだ、 と語 り手は言 うのであ る。そ して この後、ヘ スターの思索が問題解決につ なが る
ことは な く、彼女は暗い精神 の迷路を さまよい、心 の平静を失い、 ときには、恐 ろ しい疑惑に
とらわれ て、「パールを さっさ と天 国に送 り出 して、 自分 自身は裁 きの神が定め るが ままに、
どん な来世にで も行 って しま うほ うが ま しでは ないか、 と思 うことがあ った」 とヘ スターの心
中を描写 した後、語 り手は"Thescarletletterhadnotdoneitsoffice."(「緋文字はそ の役割を
果た していなか った。」)(ll4)とい う評価 を下す。 ここで緋文字 の役割 とは、罪人 に恥 の しる
しを身につけ させ ることで罪を絶えず認識 させ、悔い改め の一助 となす ことであ ろ う。 ピュー
リタン た ちの考え る罪 とは、神 と人 の魂 とを分か ち、神 との結合、神 との交わ りを断つ働 きで
あ り、罪が存在 し、罪 の うちにあ りなが ら悔い改め よ うと しないか ぎ り、罪は、善を受け入れ
る資格 をひ とか ら剥 奪す る し、 また、神が霊 の賜 を与 えん と働 きか け るこ とを も不可能 とす
る。8)ヘスターは数 々の善行を積み、社会か ら疎外 された苦行 の毎 日をお くることで、社会 の
秩序を乱 した ことに対す る償いは行 ったが、 自分 の犯 した行為を神に対 して の罪であ るとは認
識 してお らず、 したが って悔い改め も してい ない、 これが語 り手 の評価 なのであ る。9)さらに
第15章では、今 までに 自分が犯 した、最 も悔い るべ き罪はチ リン グ ワースとの結婚であ る、 と
ヘ スターが考 えた ことに対 し、語 り手 は、"Hadsevenlongyears,underthetortureofthe
scarletletter,inflictedsomuchofmisery,andwroughtoutnorepentanceP"(120)との疑問を投
げかけ、緋文字を着けて7年 経 った今 なお、ヘ スターが 自分 の本当 の罪を認識せず、悔悟 の念
も感 じてい ない ことを非難 してい る。
次に語 り手が一見、ヘ スターを擁護 してい るよ うに思え る森 の場面 の語 りを見てみ よ う。第
17章でヘス ターは、 自分た ちの した行為 につ いて、「私た ちが した ことには、それ な りに神聖
なところがあ りま した」と肯定 し、デ ィムズデ ールを力強 く励 まし、悲惨 な生活 しか ない ピュー
リタン の共 同体を 出て、新 しい生活を始め ることを提案す る。
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に彷程ったのは砂漠のような場所であ り、共同体の権威に対 してはイン ディアン並みに しか敬
意を感 じず、厳 しい教師であった緋文字は、また彼女に多 くの間違ったことも教えたのである。
続いて、ともに罪を犯 したディムズデール牧師のこの7年間が、絶えず生傷を痛めつけること
によって良心をかたときも眠らせることなく、自分の感情、思考のすべてを監視する年月であ
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してい るのであ る。 さらに逃げ る決心を した デ ィムズデールが感 じた奇妙 な歓喜を語 り手は、
``ltwastheexhilaratingeffect-uponaprisonerjustescapedfromthedungeonofhisownheart
-ofbreathingthewild,freeatmosphereofanunredeemed,unchristianized,lawlessregion."
(137)と述べ、彼 らの逃 げる決心 は、救済や キ リス ト教 とは無縁 の ものである と評 している。
この後ヘ スターは、「過去 を振 り返 るのはや めま しょう。」 と緋文字を投げ捨て、帽子を脱い
で豊か な黒髪をあ らわにす る。す ると魔法 のよ うに、彼女に女性性、若 さ、美 しさが戻 り、そ
れを祝福す るか のよ うに 日光が射 し出で、洪水 のよ うな光を暗い森に注 ぎ込む。全 く魅惑的 な
光景が繰 り広げ られ るわけであ るが、 ピュー リタン 共 同体に よって強制 された罪 の烙 印をはず
し、本来 の自分を取 り戻 したヘ スターに共感 と祝福を示す 「自然」に対す る語 り手 のコメン ト
は次 のよ うなものであ る。"SuchwasthesympathyofNature-thatwild,heathenNatureof
theforest,neversubjugatedbyhumanlaw,norilluminatedbyhighertruth-withtheblissof
thesetwospirits!"(138)すなわ ちヘ スターに共感す る 「自然」は 「人間 の法則に従属 した こと
もな く、 よ り高い真理に啓発 された こともない、原始的 な異端」 の 「自然」 なのであ る。
そ してヘ スターの提案が ど うい う意味を持つかは、森か らの帰途、 デ ィムズデールを襲 う様
々な想念に よ り表 され る。教会 の執事に聖餐式について不敬 な提案を した くなった り、敬慶 な
老婦人に、人間 の魂 の不滅性を否定す る議論を吹 き込みた くなった り、 ピュー リタン の子供た
ちに邪悪 な言葉を教えてや りたい とい う衝動に駆 られ る。最後に魔女 とい う評判 の老女 ヒビン
ズに 出会い、真夜中 の森へ行 くよ う誘われ、 デ ィムズデールは悪魔に 自分を売 って しまった の








彼の道徳心の全組織に浸透するほど強力なものだ、と語 り手は言 う。このように語 り手は決 し
てヘスターの生き方を肯定 してはいない。
以上 のよ うにヘ スターに対す る語 り手 の態度は、曖昧で もアン ビヴ ァレン トで もな く、 きわ
めて 明確 な、一貫性を持 った ものであ る。語 り手は、ヘ スターが緋文字を着けた直後か ら、彼
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女 の自己犠牲 と苦行 の生活が うわべだけ のものであ ると指摘 し、7年 た った後 も、ヘ スターは
罪を罪 と認識せず、悔い改め も してい ない と非難 し、挙げ句 の果てには デ ィムズデールを死に
値す る大罪へ と誘 う女であ ると見てい る。 この見方 の根底にあ るのは、言 うまで もな くピュー
リタン 的価値観であ る。ヘ スターの自由主義的生 き方を非難す るr緋 文字』 の語 り手は、 きわ
めて ピュー リタン 的 な人物 なのであ る。
ここで問題に なるのが、語 り手 の ピュー リタン 共 同体やそ の指導者た ちに対す る、数 々の批
判的 な言説であ る。 ピュー リタン 的価値観に則 ってい る語 り手が なぜ、 ピュー リタン た ちが理
想を掲げて 「丘 の上 の町」 と して建設 した ピュー リタン 共 同体やそ の指導者に対 して批判的 な
物言いをす るのであ ろ うか。特に語 り手が繰 り返 し、批判的に語 るのは ピュー リタン 社会 の持
つ冷酷 さであ る。第2章 でヘ スターが初めて登場す る際、 ピュー リタン の女性た ちがヘ スター
のことを悪 し様に噂す る様子を描いた後、語 り手は、"[ThewitnessesofHesterPrynne'sdis-
grace]weresternenoughtolookuponherdeath,hadthatbeenthesentence,withoutamurmur
atitsseverity...."(41)と、群衆 の苛酷 さを批判的に語 ってい る し、第5章 では緋文字に よる
刑罰について、ヘ スターは絶えず、 また さまざまな形で数限 りない苦痛 の戦標を味わ ったがそ
れについて、"thathadbeensocunninglycontrivedforherbytheundying,theever-activesen-
tenceofthePuritantribunal"(60)とのコメン トを加えてい る。 また語 り手は ピュー リタン の
子供た ちをたびたび描 くが、彼 らの遊びは第14章や第15章で描かれてい るパ ール の無邪気 な子
供 ら しい遊び とは対照的 なものであ る。第6章 でパ ールが ピュー リタン の子供た ちの遊びを見
てい るときの描写では、教会 ごっこ、 クエ ーカー教徒を鞭打つ迫害 ごっこ、イン デ ィアン の頭
の皮をは ぐまね、魔女 ごっこなどの子供た ちの遊びを"insuchagrimfashionasthePuritanic
nurturewouldpermit"(65)と評 し、第7章 ではヘス ター母子 が町へ入 ってい くと子供た ちが
遊びをやめて二人に注 目す る様を、"thechildrenofthePuritanslookedupfromtheirplay,一〇r
whatpassedforplaywiththosesombrelittleurchins"(70-71)と、 ピュー リタン の子供た ちに
許 されてい る遊びは、子供 の遊び とは言え ないた ぐい のものであ ると灰めか し、 ピュー リタン
た ちの子供 の教育を も批判 してい るよ うに思われ る。 さらに共 同体 の指導者層に対 して の語 り
口に も批 判的 な ものが見 られ る。第3章 で さ らし台 に立 た された ヘス ター ・プ リンを バル コ
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for,assheliftedhereyestowardsthebalcony,theunhappywomangrewpaleandtrembled.(46-47)




す なわ ち彼 らは善 良で公正かつ賢 明ではあ ったが、 同情心には欠けてお り、人 の善悪 の糸 のも
つれを解 きほ ぐす ことにかけては無能で、高位にあ る牧師で さえ も人 の罪や苦悩 とい った問題
に介入す る権利は ない、 とい うのが語 り手 の見解であ る。 また奢修禁止令に よって一般民衆に
は贅沢を厳 しく禁 じてお きなが ら、指導者た ち自身は権威 の象徴 と して豪華 な衣装を身につけ











自分たちは贅沢を楽 しんでいたことを語 り手は指摘 している。そ して最終章では前章での情景
について、ディムズデール牧師の胸に緋文字が刻まれているのを否定する人々についての記述
が出てくるが、彼 らによれば、「ヘスター ・プリンがあんなにも長 く緋文字を身につけること
になった罪と牧師とが、いささかなりとも関係があったなどとは、その死にぎわの言葉で牧師











り手が批判的であることは明らかである。 しか しこれは語 り手のピューリタン的立場と矛盾す



























ヘスター ・プリンの場合、彼女は自分の行為を神に対 して犯 した罪であるとは認識 していない
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が た め に 、 い く ら 苦 行 の よ うに 日 々 の 仕 事 に 励 ん で も 、 恩 恵 と して の 救 い は 与 え ら れ な い 。 告
白 を 終 え た 瀕 死 の デ ィ ム ズ デ ー ル に ヘ ス タ ー は 言 う。"Shallwenotspendourimmortallife
togetherPSurely,surely,wehaveransomedoneanother,withallthiswoe!"(173)この 言 葉 は
ヘ ス タ ー が ま だ 自 分 た ち の 罪 に 気 づ い て い な い こ と を 示 して い る 。 デ ィ ム ズ デ ー ル は こ の よ う







一度 ならず二度 まで も神 のことを忘れた デ ィムズデールであ ったが、最後は神 の恩恵に応えて、
ヘ スターとの生活 よ り神を選んだ のであ る。 このデ ィムズデール の最後 の選択に対 し、語 り手
は、"Wehavethrownallthelightwecouldacquireupontheportent,andwouldgladly,now
thatithasdoneitsoffice,eraseitsdeepprintoutofourownbrain."(174)と、 デ ィムズデール
の胸 の緋文字はそ の役 目を果た した、 との評価を示 してい る。そ して この物語 の教訓 と して語
り手は次 のよ うに言 う。"Betrue!Betrue!Betrue!Showfreelytotheworld,ifnotyour
worst,yetsometraitwherebytheworstmaybeinferred1"(175)ディムズデール の緋文字がそ
の役 目を果た し、彼は神に対す る罪を公に認め、悔い改めた よ うに、人は罪を抱えた 自己 の姿
を偽 っては ならない し、それを公に認めて悔い改め なければ ならない。す なわ ち神 の道に沿 っ
て生 きることを語 り手は ここで教訓 と してい るのであ る。
デ ィムズデール の死後、パ ール とともに一時、姿を消 していたヘス ターはその後、再び ニ ュー
イン グラン ドに戻 り、 自らの意志で緋文字を身につけ る。パ ールが ヨー ロッパで貴族 と結婚 し
て幸福に暮 ら してい ることを暗示 した後、語 り手は、再び緋文字を身につけたヘ スターについ






「この地に彼女の罪があ り、彼女の悲 しみがあった。そ うなら、彼女のつ ぐないもまたこの地
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r緋文 字』 の語 り手:ピ ュー リタ ン的 価値 観 に基づ く語 り
になければならない。だか らこそ彼女はもどってきた。」 とい う説明には、ヘスターがついに
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